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心の伝わるあいさつができる子を目指して ～学校ボランティア・民生児童委員さんとともに～ 

              

 今年は、久しぶりの行動制限なしの夏休みでした。しかし新型コロナウイルスが急拡大し、気持ち的

には制限を余儀なくされた夏休みだったかもしれません。埼玉県では統計上これまで県民 10 人に 1 人

が感染したことになるとの記事もありました。いつ誰が感染してもおかしくない状況です。感染状況は

まだ高止まりということですが、運動会も控えており、昨年同様に２学期からの教育活動には感染対策

を強化せざるを得ません。不便をおかけしますが、何卒御理解・御協力の程よろしくお願いいたします。 

さて、7 月より毎朝安全ボランティアさんとともに、広田地区の民生

・児童委員の皆さんがボランティアとして正門前や広田交差点付近に立

ってくださっています。スクールガードリーダーと安全ボランティアが

緑色のベスト、民生・児童委員がオレンジ色のベストを着用しています。

実は本校で定期的に行っている「民生・児童委員との懇談会」において、

見守りを兼ねて正門前であいさつ運動をしていただけないかお願いし

たところ、快く引き受けてくださったのです。広田小の子ども達は、学校内では元気にあいさつができ

るのですが、保護者の方や外部の方には挨拶がなかなかできないという課題があります。学校外に出て

しまうと人に挨拶されても下を向いてしまう場面も見られます。朝の交通当番で立ってくださっている

保護者の方もお気付きのことと思います。広田の子ども達は、素直で真面目、何事も一生懸命に取り組

むとてもいい面をもっています。しかし、学校を離れた時には自信がもてずに弱気になってしまうこと

があるのです。自分から人とかかわりがもてる子は、自信にもつながりますし、周囲との関係も良好に

保つことができます。保護者や地域の方々の思いを受け止め、自らの心を開拓してほしいと願っていま

す。全児童が心の伝わるあいさつができる広田小を目指していきましょう。 （文責 清水 良江） 

   

 

 

 

あかまつ
 

      ＜新型コロナウイルス感染拡大における対応について＞  
～感染予防のため、ご協力をお願いいたします ‼ ～ 

 

感染予防対策を以下のように実施し、校内における感染拡大の予防に努めながら教育活動を進め
てまいります。御家庭におかれましても十分に御注意いただきますようお願い申し上げます。 
＜学校での取組＞ 
① 室内でのマスク着用・手洗い、うがい・換気（エアコン・扇風機・窓開け）の徹底   

＊授業中は息苦しい時を除き、原則着用を促します。マスクを外している時は、話をしません。 

＊不織布マスクを適切に着用することをお勧めします。 

② 運動時は一定の間隔を取り、マスクを外して活動します。 
＊外すことが不安な場合は、担任までご連絡ください。 

③ リコーダーや鍵盤ハーモニカ等の使用については、時間の短縮、唾液の始末、演奏する際の向
き、前後左右の間隔等に留意して実施します。また歌唱の学習はマスク着用の上実施します。 

④ 登下校時のマスクは外してもよいこととします。（しゃべらないことが原則） 
＜家庭へのお願い＞ 
① 本人及び家族が体調不良の際は、無理をせず学校をお休みしてください。（出席停止扱いとします。） 

＊学校で体調不良が認められた場合は、すぐにお迎えに来ていただきます。 

② 毎日の検温及び健康観察は引き続きお願いいたします。  
③ 毎日、清潔な手拭きタオルや汗拭きタオル、マスクの予備等をもたせてください。 

※ 詳細は、本日配布の手紙をご覧ください。 


